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ポランティア活動“
0薇災地に勝行けないけど、できるここを rr

岩手県ユニセフ協会のボランティアスタツフをはじめ、多<のユニセフ支援者がユニセフボランテ

ィアとして、緊急支援物資の仕分け、学校再開のための清掃、子どものケア…・保護者へのチラシセ

ット、プレイセラピー講習会参加、こども遠足バスなどに参加しました。

盛岡から被災地まで100～ 150kmの被災地までは支援に行けないけど、できることには参加

したいという思いでみんなで活動に参加しています。

▲5日 CW「子どもパス遠足」に沿岸

'0ケ

所の約 900人のここもこ保護者が参加
3日、西和賀町無地内カタクリ群生地に行つてきました。残雪をぬけるとカタクリ・福寿草・二輪革

の咲<群生地、町あげての歓迎で一緒に山菜の天ぶらをしたり、大学生ボランティアとすつかり仲良

しになつた子どもたち、親子で参加したお母さん「車が流されたのでどこにも連れていけなくて、ユ

ニセフさんに感謝していますJと話し、子どもたちの笑顔が見られとてもうれしかつたです。

岩手県ユニセフ協会事務局長 藤原綾子

▲5月 8日 :花巻宮沢賢治童話村で花巻反の会の皆さんが子どもたちを歌で歓迎
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▲ 「保護者のみなさんへ」学校へ配布するチラシをセットするボランテイアさん



 

ユニセフこども遠足バス・・・・第 2 弾 
 

5 月 GW に参加できなかったこどもたちを対象に、6 月５日藤沢町の舘ケ森アーク牧場にユニセフ遠

足バスがでました。200 人を超える参加、おじいちゃん・おばあちゃんと参加した子どもたちもいま

した。草原いっぱい走りまわったり、動物たちと遊び、小さな虫を見つけ喜んだり自然にどっぷりとつ

かり嬉々としたこどもたちを見て、ボランティアスタッフもとても元気になった一日でした。 

「中学生 5 人で参加した女の子と牧場内を散策し、楽しそうにおばあちゃんにお土産を買い、一緒にい

て私まで楽しくなりました。少しでも元気になってくれたならうれしい」とボランティアとして参加し

た花田陽子さん。 

    
▲陸前高田・大船渡・釜石 ▲トントンダービーの子豚くん ▲かたつむり みーつけた! 

大槌からバス到着 

 ウェルカム!! ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ 

     
▲原っぱを走り、照れ笑いする女の子   ▲ゲイビマンがお別れのエール 

ボランティアのお姉さんと 

      

 
 ▲パチリ・・・地区ごとに記念写真 

 

 

6 月 11 日、「盛岡チャグチャグ馬こ」といわて馬っこパークで引き馬や小動物で遊ぶ、ユニセフ遠足

バスがでます。山田・宮古などから 200 人を超える参加のようです。子どもたちと遊んだり、安全を

見守ってあげるボランティアとして参加しませんか。 

  

お問い合わせ・お申し込み電話番号：０１９－６８１－７５６１ 

受付時間： １０：００～２０：３０ (前日までにお申し込みください) 

(公益財団法人)日本ユニセフ協会 東日本大震災緊急支援本部 盛岡事務所 


